
1-3-24-1 旗鉾伊太祁曽神社 

 

有形文化財（建造物） 本殿 棟札 

有形文化財（彫刻）  円空作 神像 

有形文化財（古文書） 宮旗員覚帳 

有形文化財（歴史資料）神社奉納物一式 

無形文化財      伊勢神楽 

無形文化財      管粥神事 

 

乗鞍岳の西に広がる地域の人々は、日の登る山、乗鞍を信仰してきたが、いつの頃から

か伊太祁曽を祭神とするようになり、氏神としてまつるようになった。 

伊太祁曽のほかに日抱尊などの呼び方があり、大日如来をまつり乗鞍権現とも呼び、干

ばつの時はたくさんの人が、みの笠をつけて、鐘や太鼓を鳴らしながら登山し、雨乞いを

した。 

文化 8年（1811）には、伊勢の皇太神宮がこの神社へ飛んで来られたという噂が広まっ

た。1 日に 2 千人もの参拝者があり、茶屋が建ち並び、この時、旗 250 本、額 19 枚、剣

20本などが神社へ奉納された。 

また、この神社では、毎年正月 14 日に「管粥占い」が境内で行なわれる。粥の材料は、

米と小豆が主であるが、大豆や稗も少し入れる。この材料に加えて麻の茎をハス切りして

6 センチほどの長さのものを何本も準備する。そのほか小さな檜札を数枚準備する。これ

に五穀の品種名を書き、もう 1 つの檜板には 1 月から 12 月の月割り札を作る。旧暦の閏

年は 13 枚とする。この 2 枚の檜札の墨書きしたものを合わせ、文字が見えないようにす

る。 

これに麻ガラを 1 組として丈夫な細紐でからげる。占う種類が大鍋に入れられ、粥の材料

と共に煮立てる。麻ガラの穴の中に粥が多く入った品種のものが、その年の豊作となり、

月割り札はその年の晴天や雨天の占いとなる。 

この神事は荒神祭であるから占う間は女性の立ち入りは許されなかったが、現在は女性

も参加している。占いが終わり、管粥帳に記帳がすむと、集まった人達はお粥や御神酒を

いただく。 

旗鉾伊太祁曽神社に、およそ 6百年前から続く伝統の神事である。 

 

平成 18年 3月 24日 設置 

高山市教育委員会 

 

説明板より 


